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石田大樹さんの活動報告が YOUTH WORLD 第 77号 に掲載されました。 

最初に事業報告書の抜粋（日本語版）をご紹介し、最後に記事（英語版）を添付します。 

 

はじめに 

今回は、ワイズメンズ STEP 事業に推薦いただきありがとうございました。大阪工業大学、二年生

の石田大樹です。普段は、大学で建築の勉強を、また、大阪YMCAで子供達と野外活動をさせ

てもらっています。 

 祖母が宝塚ワイズメンズクラブに所属していて、大学に入り海外への興味が高まっていると

ころ、STEP事業のことを聞きました。ぜひ、行きたいと希望をし、ワイズメンズ宝塚クラブとの交流

があるデンマークへの受け入れが決定しました。デンマークでは、RD である Bjarene さんとデン

マークの STEP 担当の Cønnie さんのもと、親交のある方々のお家に７軒宿泊し、多くの経験をさ

せていただきました。海外での文化、YMCA とワイズメンズの国際性、英語でのコミニュケーショ

ンの大切さを学ぶ日々を送れました。 

 

STEP事業での目的 

 

ワイズメンズクラブ国際協会 STEP 事業とは、高校生や大学生、30 歳までの若者の海外短期交

流プログラムを行い、若者の国際交流や国際理解を目的としています。将来を考えるにあたり、

海外経験が必要と感じ、今回応募させていただきました。 

 

 

STEPでの活動と経験 

 

STEPでの活動、経験を具体的に話したいと思います。デンマークと日本では時差は 7時間あり

ます。関西空港からフィンランドのヘルシンキと乗り継ぎ、デンマークのビルンに到着しました。

着いたら、日本の国旗を持った Bjaren さんと Vita さんが迎えてくださり、とても感動しました。 

 最初に Bjaren さんと Vita さんの家にホームステイして Give クラブのミーティングに出席し、 

Give の町の公共施設を案内してもらいました。3 日目には、KFUM というワイズメンズのスポーツ

事業を担当している Richard さんに体育館や彼の事務所を案内してもらいました。ヨーロッパで

はユースでスポーツ大会を行っていることを聞き、ワイズメンズの交流の広さを感じました。その

日に Vejle 駅まで送ってもらい、Aarhus に行きました。Aarhus では、Cønnie さんの Boarding 
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School の卒業生の Samuel さんに町を案内してもらいました。Samuel さんは建築家で彼の事務

所と事務所での仕事を見学させていただきました。夜には、寿司屋さんに連れて行ってもらい、

楽しく過ごしました。次の日には、21歳と年の近い Jacob さんと Stine さんの家に行き、その友達

とワイズメンズのバーに行きました。デンマークの王室や日本の言葉について語り合い、とてもあ

たたく接してくれました。Giveに戻る時にもバス停まで親切に案内していただきました。 

 Giveに戻ってからは、Gurilさんと Nielsさんの家にホームステイしました。Jeilinの世界遺産

の石がある博物館、 Lego Landに連れっていってもらいました。 

Guril さんはアパートを経営していてそこにシリアの難民の方々を泊めていると聞きました。ニュ

ースでのことが現実で起きていることを実感しました。 

 Ninaさん Hans さんの家では、Veijle という町まで 20kmのサイクリングをしました。夏でもからっと

した天気の下、Veijleの Hangs さんの元職場や綺麗なデンマークの自然を堪能しました。 

  

  Bodil さんと Erick さんとは家族や宝塚ワイズメンズと交流があり、会った時にはとても温かく家族

のように接してくださいました。 

Margit さんと Hennig さんは車でデンマーク女王の夏の別荘や古い町並みが残る Ribe へ連れ

て行ってくださいました。 

  そのあと、Giveの教会でお世話になった方々と再会しました。 

Helisingor というクロンボー城のある町へ行きました。Vita さん Bjaren さんの娘である Ura さん

の家にホームステイをしました。綺麗な海がある町で、対岸にはスウェーデンが見えて感動しま

した。コペンハーゲンの町に BJaren さんが 2 日間、案内してくださいました。合計、5 万５千歩

歩きながら町々を親切に説明しながら案内してくださいました。ボートから見たコペンハーゲン

では都会でも人々が海で泳いでいる街並みは印象的でした。 

 

リンケビング潟の近くにあるCønnieさん FLemmingさんの家には 4日間ホームステイしました。

Boardingスクールに行き 13〜15歳の学生と英語、地理、生物の授業を受けました。学生は英語

で親切に接してくれ、とても楽しい時間を過ごしました。毎回の授業で生徒たちがグループに分

かれて、積極的に全員が対話をしていたのがとても印象的でした。 

 

活動から得られたこと 

 

デンマークでの 21 日間はあっという間に過ぎ、毎日が人との出会いに心おどる日々で、行くとこ

ろ行くところで人の温かみを感じました。英語が苦手な私に、「ゆっくり話した方がいい?」と聞い

てくれたことはとても印象的で感動でした。また、同時に英語の大切さを痛感しました。デンマー

クでは若者は英語がほとんど話せていました。今回の Step事業で英語が拙いながらも海外で過

ごせたことで自信を得ることができました。 

普段から、交流をしていた祖母や宝塚ワイズメンズクラブの方々への感謝も度々感じました。ま

た、デンマークでは幼稚園から大学まで教育費が無料で、老人ホーム、図書館など公共的な社

会制度が充実していることを体験することができました。日本のことしか考えていなかった自分が、

デンマークでの人々と交流したことで、デンマーク、海外での出来事の興味を強く持つようになり

ました。 

 

 



まとめ 

 

以上が私がデンマークで経験したことです。最初はとても緊張しましたが、多くの人と交流する

ことで徐々に慣れていくことができました。多くの人に「英語は重要だよ。」と言われ、今度デンマ

ークに行く時までには上達しようと強く思いました。身振り手振りで自分の好きなスポーツを伝え

たことホームステイ先でゲームを覚えたことはとても楽しい思い出です。 

YMCAの国際的なつながりを強く感じ、家族のようにみんなが接してくれました。 

  

 この度はワイズメンズクラブの皆様には大変お世話になりました。私にとってこの STEP 事業の

経験は本当に大きなものでした。ぜひこれからも多くの高校生、大学生にチャンスをつくってい

ただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

                                                    石田大樹 

 

 次ページに YOUTH WORLD に掲載された記事をご紹介しますが、最終ページの右端部分の 

 STEP＆YEEP担当国際事業主任 Rita Hettiarachchi さんからのコメントが印象的です。 

 「石田大樹さんの申請を西日本区理事から受け、デンマーク内で情報をシェアした際、わずか 3時

間も経たないうちに 理事の Bjarne氏から Giveクラブでの受入れの返事があった」と。 

これは IBC 関係にある、宝塚クラブと Give クラブの友好関係が、日頃からいかに良好かという

ことを表していると感じます。 

  今回の事業の成功は、ご本人の頑張りはもちろん、周りで支えてくれるワイズメン達の姿が見え

るように思いました。柏原六甲部部長はじめ部の皆さん、宝塚クラブの皆さんと関係者、それから 

 デンマークで彼に関わってくださった全ての皆様に感謝です。  

 

この記事を是非多くの皆さんに読んでいただきたいと思います。コメット、孫メットそれから、 

YMCAの皆さん、リーダー、YOUTHメンバー、石田さんのような経験をしてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 様々なカテゴリーに多くの情報をいただいております。次号では第 1回目のご報告をします。 

①こんなことが出来ます  ②こんな資格持っています  ③こんな経験を持っています 

④こんなことに興味を持っています ⑤こんなことが出来る方を探しています  

  ⑥その他、  繋がる要素は何でも結構です。 どんどんお寄せください。 

                    ※様式は、事業通信No.2を参照してください。 

 

 

 

 

 多くのクラブより毎月ブリテンを送っていただいております。ありがとうございます。 

 既に DBC交流や IBC交流を実施されておられる記事も拝見しております。 

 できれば早めに所定の事業報告書を用いて、ご提出をお願いいたします。 

スキルリスト作成中 

報告書の提出を… 
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MY ST【P

【XP【Rl【NC【

lN D【NMARK

働釧楓昏紺＝鳩目ほ爛ゝ　∃　靡減恩糸廃遇臓も凱魁罰削憺

Befbrelbegin，lwanttothanktheSTEP

Programme fbr accepting my

application as a STEP student．l had a

WOnderfulexperiencein Denmark．As a

コapanese youth，laIways wanted to go

OVerSeaS and interact with many

diffbrentpeoplefromvariouscuItures．

lasked mygrandmother，Yoko，Whoisa

member of the Takarazuka Y’s Men’s

Club，iftherewereanyYMCAorYsMen’s

PrOgrammeSWherelcouldexperiencea

different culture．l thought she might

know something because she often

taJked about Y’s Men FnternationaL

PrOgrammeS．ButIdidn■tvvantit to be

anordinarysightseeingtrip，lwantedt0

learn and studyaboutanothercountryls

architectureandculture．

MygrandmothertoId me，the〝Y’s men’s

Club has a STEP program．This

PrOgramme makes young peopIe get

invoIved with Y’s Men’s families all over

theworld：’So，lapplied．

lwas happy that many Ysleaderslike

members ofTakarazuka Y’s Men’s CJub，

the RegionalDirectors，andtheASD／lSD

for STEP＆YEEP，helped me to find a

PlacementinDenmark．

WhyDenmark？ltwould be myfirsttrip

abroad，bymyself，SOIwantedtogotoa



Safbandexcitingcountry．Thefactthatlam

Studying architecture at the Universityin

］apan，madetheScandinaviancountriesan

easy choice．There are many famous

architects from these countries．such as：

Alvar Aalto，Arneコacobsen，Finnコuhl，and

コorn Utzon，etC．lwaned to beinspired by

Visitingtheirhomeland．

F）URPOSEOFTHE PROGRAMME

The purpose ofthe STEP programmeis to

learn moreabouttheYs Men movementon

aninternationallevel，and to understandits

Value．Thisisimportant．especiaHyfbryoung

PeOPlelikeme．lthinkitisnecessarytohave

manyexperiencesabroad．andtoexperience

difFbrent cultures．languages，fbods．etc．

There are many real things one can

experienceasalocaI，eVenthougha picture

isworthathousandvvords．

EXF｝ERIENCEANDACTIVITYIN DENMARK

ForthethreeweeksthatlwasinDenmark．［

Stayedwithseven hostfamHies．Myfirsthost

familymembers，BjarneandVita，Picked me

upfromBi”undAirport．lwasa＝ttlenervous

about everything－aSI was by myself and

didn■tspeak Englishwell－butlwas relieved

When l saw them．l received a warm

Welcome．

As a STEP student staying vvith my host

families，l ertJOyed many experiences with

them．Theyorganizedmanyactivitiesfbrme，

incJuding：Y■s Menls Sports Club，Architect

OfRces，SChooIs，the Kronborg Castle，

Christiansborg Slot，the Opera House，Tivoli，

and so on．l also went to many Y■S Men

meetingsandanescaperoomattheYMCA．

Hadljustgonefbrasightseelngtrip．lwould

have never met such wonderful people．Or

Seethespeciallocalesbymyselfl

Another great moment fbr me was seelng

therefugees．lknowtherearesomerefugees

inコapan．butlneverseethem．

占



lt waslikellivedin a diffbrent world from

them．Iwanted to罰nd outmoreinfbrmation

aboutthelivesofthe refugees．ltwould be

my first stepln thinking about what was

golngOninothercountries．

l was also veryImPreSSed by Denmark■s

SOCialsystem．Mostofthefacilitieswereused

fbrfreesocialwelfare．lthinkコapanneedsto

learnaboutsocialwelf白refromDenmark．

ThankstothegreatgenerosityoftheDanish

YIs Men host families，lwas able to have a

WOnderfulexperience．

ACHIEVEMENT

Thanksto the STEP programme．lbelievel

am more confident and much stronger．l

realisedthatthereweresomanythingsthat

ldidn■tknowabouttheworld，OreVenabout

my own country．l■ve become more

interestedinwhatisgolng Onin theworJd

aftermytriptoDenmark．Now，lamtryingto

improve my English，SO thatI can travel

againifgiventheopportunity．

FINALLY

l realLy appreciate everyone’s support

throughoutthisprocess．

lfelt that there was a stronginternationaI

COnneCtion betvveen the YMCA and the YLs

Men clubs ofコapan and Denmark．The

DanishY．s MenfsClubwelcomed memore．I

believe，due to the fict that we were both

YMCAmembers．TheywerelikemyfamiIy．

0nceagaln，aVerybigTHANKYOUtoBjarne．

Vita．Connie，andFlemming．

This summer has become one of greatest

treasures．Iwi”do my bestin assisting the

YMCAandY．sMenineverypossibleway．

PIease keep providing opportunities fbr

youthlikeme．J
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